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）

安
食　
　
守

高
橋　
千
恵

森
山　
智
輝

杉
原　
清
美

山
田
真
由
美
（
セ
ン
タ
ー
長
）

金
山　
洋
子

石
田　
　
隆
（
セ
ン
タ
ー
長
）

高
橋　
清
二

三
加
茂　
誠
（
セ
ン
タ
ー
長
）

内
田　
良
佳

福
田　
博
子

庄
司
し
の
ぶ

佐
藤　
安
弘
（
自
動
車
整
備
工
場
出
向
）

三
原　
由
理
（
派
遣
）

内
藤
真
由
美

鶴
原
万
惟
子

北
村
れ
い
子

石
川　
未
和

坂
本　
京
子

山
内　
誠
二

曽
田　
和
子

為
石　
圭
子

井
上　
靖
子

園
山　
節
夫

吉
村　
幸
治

安
食　
秋
広

富
田　
紀
子
（
チ
ー
フ
）

安
部　
知
子

二
宮
ゆ
か
り

飯
塚　
勝
美

小
豆
澤
真
紀
子

持
田　
恭
子

河
原　
直
美

奥
井　
純
子

小
豆
澤　
悟

増
田　
恵
理

岡
田　
里
美

槙
原　
弘
恵

青
戸　
　
朗

安
井　
美
穂

尾
原
由
紀
子

中
尾　
尚
子

渡
部
規
句
子

松
浦　
寿
佳(

チ
ー
フ
）

原　
　
裕
太

野
々
村
雅
美

嘉
藤　
弘
幸

糸
川　
佳
宏

祝
部　
和
子

糸
賀　
彩
子

松
本　
広
美

尾
原　
晶
子

小
田　
　
剛

若
槻　
　
勇

飯
塚　
明
子

原　
真
由
美

木
村　
聡
子

原　
　
智
子
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営農第一課から TEL73－9616

ウィードコア
1キロ粒剤 一年生雑草、キシュウスズメノヒエ、多年生広葉雑草

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、ヒルムシロ、セリ、
オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、シズイ

一年生広葉雑草、ノビエ、マツバイ、ミズガヤツリ、
ウリカワ、セリ、アゼガヤ、オモダカ、
エゾノサヤヌカグサ、シズイ、ナガエツルノゲイトウ

水田一年生雑草及び多年生広葉雑草

レブラス
1キロ粒剤

ロイヤント
乳剤（注1）

レブラス
ジャンボ

中
　期
　剤

営農ニュース
FARMING NEWS

営農ニュース
FARMING NEWS

水

　稲

☆
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
田
植
え

　
い
よ
い
よ
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
田

植
え
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
適
期
作
業
を
行
い
高
品
質
な

米
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！！

つ
や
姫（
特
別
栽
培
米
）

田
植
え
時
期
：
5
月
3
日
〜
15
日

基
　
肥
　
量
：
N
E
Ｗ
だ
い
ち
　
20
㎏
/
10
a
　側
条
施
肥

　（
全
層
施
肥
　
25
㎏
/
10
a
）

基
肥
一
発
型
施
肥
量
：

　
O
K
有
機
入
り
一
発
肥
料
　
50
㎏
/
10
a 

側
条
施
肥

※
Ｏ
Ｋ
有
機
入
り
一
発
肥
料
は
比
重
が
軽
く
田
植
機

の
施
肥
量
目
安
よ
り
少
な
く
落
ち
る
（
約
８
割
程

度
）
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
田
植
え
の
初
め
に
計
画
ど
お
り
肥
料
が
落
ち
て
い

る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

コ
シ
ヒ
カ
リ

田
植
え
時
期
：
5
月
20
日
〜
30
日

基
　
肥
　
量
：
オ
リ
ザ
4
6
3
　
15
㎏
/
10
a
　側
条
施
肥

　（
全
層
施
肥
　
20
㎏
/
10
a
）

き
ぬ
む
す
め

田
植
え
時
期
：
5
月
15
日
〜
30
日

基
　
肥
　
量
：
オ
リ
ザ
4
6
3
　
25
㎏
/
10
a
　側
条
施
肥

　（
全
層
施
肥
　
30
㎏
/
10
a
）

基
肥
一
発
型
施
肥
量
：

　
　
　
　
ツ
バ
メ
コ
ー
ト
S
L
H
20
　
40
㎏
/
10
a  

側
条
施
肥

※
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
は
高
温
登
熟
性
に
優
れ
た
品

種
で
は
な
い
た
め
、
高
温
障
害
の
回
避
を
目
的
と
し
て

遅
植
え
を
推
奨
し
ま
す
。

【箱処理剤】※除草剤と間違えないよう注意してください。

※つや姫・きぬむすめ特別栽培米については、ジェイフレンド（フロアブル・１キロ粒剤・ジャンボ・
　400ＦＧ）以外の初中期一発除草剤は使用できませんので、注意してください。

水稲除草剤使用時の確認事項 ～除草剤の効果を高めるポイント～

使用時期・使用量を遵守し使用してください。上記の内容は、移植栽培での使用基準です。

薬 剤 名

稲大将箱粒剤

ピラクロン
フロアブル

ピラクロン
1キロ粒剤

苗腐敗症（もみ枯細菌病菌）
苗立枯細菌病

いもち病、紋枯病、白葉枯病、もみ枯細菌病、
穂枯れ（ごま葉枯病菌）、内穎褐変病、イネミズゾウムシ、
イネドロオイムシ、ウンカ類、ツマグロヨコバイ、
ニカメイチュウ、フタオビコヤガ、イネツトムシ、
コブノメイガ、イナゴ類

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、ウリカワ、
ヒルムシロ、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、
アオミドロ・藻類による表層剥離

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、ウリカワ、
ヒルムシロ、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、
ナガエツルノゲイトウ、アオミドロ・藻類による表層剥離

植代後～移植 7日前（注2）
または

移植直後～ノビエ 1.5葉期
ただし、移植後 30日まで

移植時（田植同時散布機で
施用）または

植代後～移植７日前（注2）
または

移植直後～ノビエ1.5葉期
ただし、移植後30日まで

移植後7日～ノビエ4葉期
ただし、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
ただし、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
ただし、収穫60日前まで

移植後20日～ノビエ5葉期
ただし、収穫45日前まで

適用病害虫名 使用時期1箱当りの使用量 使用
回数

薬　剤　名区分 適 用 雑 草 名 使用時期 使用量
(10a当 )

使用
回数

50g

50g

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

（1箱当り 50～100g）

500㎖

1㎏

1㎏

1㎏

小包装(パック)
10個(400g)

薬量：200ml
希釈水量：25～ 100L

1回

1回

2回
以内

2回
以内

1回

は種時 (覆土前 )

1回

初
　期
　剤

【除草剤基準一覧　初中期一発剤・藻類対策】

□畦畔は、しっかりつくられていますか
□代かきは均平に実施されていますか
□水口・水尻はしっかり止めてありますか
□水稲除草剤の拡散に必要な水深が確保されていますか
　(浅い部分でも1キロ粒剤・フロアブル3～5ｃｍ　ジャンボ剤・FG剤５～６ｃｍ程度必要)
□使用する除草剤の登録内容を確認し、対象の草の種類、効果が最も発揮される時期に散布していますか
□適切な植付け深さ(3ｃｍ程度)で丁寧な移植を実施していますか
□代かきから田植えまでに期間が長くなっていませんか
□毎年、雑草が問題となるほ場では「体系処理」(初期剤と中後期剤の組み合わせ)で行っていますか

薬　剤　名区分 適用雑草名 使用時期 使用量
(10a 当 )

使用
回数

初

中

期

一

発

剤

ジェイフレンド
フロアブル

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ミズガヤツリ、ウリカワ、
オモダカ、クログワイ、ヒルムシロ、セリ

500㎖

ジェイフレンド
400FG

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ウリカワ、オモダカ、

ミズガヤツリ、クログワイ、ヒルムシロ、セリ
400g

400g

移植時（田植同時散布機で施用）

移植時（田植同時散布機で施用）ジェイフレンド
1キロ粒剤 1 ㎏移植直後～ノビエ3葉期

ただし、移植後30日まで

クサウェポン
ジャンボ

クサウェポン
400FG

一年生及び多年生雑草

小包装（パック）
10個（400g）

移植後1日～ノビエ3葉期
ただし､移植後30日まで

ジェイフレンド
ジャンボ

小包装（パック）
10個（400g）

移植後5日～ノビエ3葉期
ただし､移植後30日まで

カイリキZ
1キロ粒剤 移植直後～ノビエ3葉期

ただし、移植後30日まで
1㎏

1回

カイリキZ
フロアブル

一年生雑草、
多年生広葉雑草

アオミドロ・藻類による表層はく離

一年生雑草、
多年生広葉雑草

500㎖ 1回

藻 モゲトン粒剤 藻類（アオミドロ、アミミドロ）、
ウキクサ類

藻類、ウキクサ類の
発生始～発生盛期

ただし、収穫45日前まで
2～ 3㎏ 3回以内

カイリキZ
ジャンボ

移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで 小包装（パック）

10個 (300g)

ピラクロン
ジャンボ

小包装(パック)
10個(300g)

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

（1箱当り 50～100g）

は種時 (覆土前 )
～移植当日

クサウェポン
1キロ粒剤

一年生雑草、多年生雑草、
アオミドロ・藻類による表層はく離

一年生及び多年生雑草、
アオミドロ・藻類による表層はく離 1㎏

移植時（田植同時散布機で施用）
クサウェポン
フロアブル 500 ㎖

1回

移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで

移植時（田植同時散布機で施用）
移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで

※育苗箱 1箱当り乾籾 200～ 300g 程度を高密度には種する場合、10a当りの育苗箱数に応じて使用量が 1kg/10a までとなるよう、
　育苗箱 1箱当りの薬量を 50～ 100g までの範囲で調整して下さい。

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、
ウリカワ、ヒルムシロ

（注1）ロイヤント乳剤は、水田畦畔への登録もあります。
（注 2）水質汚濁防止のため、初期剤の田植前使用禁止（田植後に散布）【斐川町自主規制項目】

【除草剤使用基準一覧　初期剤・中期剤】

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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営農第一課から TEL73－9616
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1キロ粒剤 一年生雑草、キシュウスズメノヒエ、多年生広葉雑草
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）

田
植
え
時
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：
5
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3
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〜
15
日

基
　
肥
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：
N
E
Ｗ
だ
い
ち
　
20
㎏
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10
a
　側
条
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　（
全
層
施
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25
㎏
/
10
a
）

基
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一
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型
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量
：

　
O
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有
機
入
り
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発
肥
料
　
50
㎏
/
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側
条
施
肥

※
Ｏ
Ｋ
有
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入
り
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発
肥
料
は
比
重
が
軽
く
田
植
機

の
施
肥
量
目
安
よ
り
少
な
く
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る
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８
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度
）
傾
向
に
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。
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に
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画
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コ
シ
ヒ
カ
リ

田
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：
5
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基
　
肥
　
量
：
オ
リ
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4
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a
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条
施
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層
施
肥
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〜
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基
　
肥
　
量
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オ
リ
ザ
4
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3
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㎏
/
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a
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条
施
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全
層
施
肥
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㎏
/
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a
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基
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バ
メ
コ
ー
ト
S
L
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ぬ
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熟
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め
、
高
温
障
害
の
回
避
を
目
的
と
し
て

遅
植
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ま
す
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【箱処理剤】※除草剤と間違えないよう注意してください。

※つや姫・きぬむすめ特別栽培米については、ジェイフレンド（フロアブル・１キロ粒剤・ジャンボ・
　400ＦＧ）以外の初中期一発除草剤は使用できませんので、注意してください。

水稲除草剤使用時の確認事項 ～除草剤の効果を高めるポイント～

使用時期・使用量を遵守し使用してください。上記の内容は、移植栽培での使用基準です。

薬 剤 名

稲大将箱粒剤

ピラクロン
フロアブル

ピラクロン
1キロ粒剤

苗腐敗症（もみ枯細菌病菌）
苗立枯細菌病

いもち病、紋枯病、白葉枯病、もみ枯細菌病、
穂枯れ（ごま葉枯病菌）、内穎褐変病、イネミズゾウムシ、
イネドロオイムシ、ウンカ類、ツマグロヨコバイ、
ニカメイチュウ、フタオビコヤガ、イネツトムシ、
コブノメイガ、イナゴ類

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、ウリカワ、
ヒルムシロ、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、
アオミドロ・藻類による表層剥離

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、ウリカワ、
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ナガエツルノゲイトウ、アオミドロ・藻類による表層剥離

植代後～移植 7日前（注2）
または

移植直後～ノビエ 1.5葉期
ただし、移植後 30日まで

移植時（田植同時散布機で
施用）または

植代後～移植７日前（注2）
または

移植直後～ノビエ1.5葉期
ただし、移植後30日まで

移植後7日～ノビエ4葉期
ただし、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
ただし、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期
ただし、収穫60日前まで

移植後20日～ノビエ5葉期
ただし、収穫45日前まで

適用病害虫名 使用時期1箱当りの使用量 使用
回数

薬　剤　名区分 適 用 雑 草 名 使用時期 使用量
(10a当 )

使用
回数

50g

50g

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

（1箱当り 50～100g）

500㎖

1㎏

1㎏

1㎏

小包装(パック)
10個(400g)

薬量：200ml
希釈水量：25～ 100L

1回

1回

2回
以内

2回
以内

1回

は種時 (覆土前 )

1回

初
　期
　剤

【除草剤基準一覧　初中期一発剤・藻類対策】

□畦畔は、しっかりつくられていますか
□代かきは均平に実施されていますか
□水口・水尻はしっかり止めてありますか
□水稲除草剤の拡散に必要な水深が確保されていますか
　(浅い部分でも1キロ粒剤・フロアブル3～5ｃｍ　ジャンボ剤・FG剤５～６ｃｍ程度必要)
□使用する除草剤の登録内容を確認し、対象の草の種類、効果が最も発揮される時期に散布していますか
□適切な植付け深さ(3ｃｍ程度)で丁寧な移植を実施していますか
□代かきから田植えまでに期間が長くなっていませんか
□毎年、雑草が問題となるほ場では「体系処理」(初期剤と中後期剤の組み合わせ)で行っていますか

薬　剤　名区分 適用雑草名 使用時期 使用量
(10a 当 )

使用
回数

初

中

期

一

発

剤

ジェイフレンド
フロアブル

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ミズガヤツリ、ウリカワ、
オモダカ、クログワイ、ヒルムシロ、セリ

500㎖

ジェイフレンド
400FG

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ウリカワ、オモダカ、

ミズガヤツリ、クログワイ、ヒルムシロ、セリ
400g

400g

移植時（田植同時散布機で施用）

移植時（田植同時散布機で施用）ジェイフレンド
1キロ粒剤 1 ㎏移植直後～ノビエ3葉期

ただし、移植後30日まで

クサウェポン
ジャンボ

クサウェポン
400FG

一年生及び多年生雑草

小包装（パック）
10個（400g）

移植後1日～ノビエ3葉期
ただし､移植後30日まで

ジェイフレンド
ジャンボ

小包装（パック）
10個（400g）

移植後5日～ノビエ3葉期
ただし､移植後30日まで

カイリキZ
1キロ粒剤 移植直後～ノビエ3葉期

ただし、移植後30日まで
1㎏

1回

カイリキZ
フロアブル

一年生雑草、
多年生広葉雑草

アオミドロ・藻類による表層はく離

一年生雑草、
多年生広葉雑草

500㎖ 1回

藻 モゲトン粒剤 藻類（アオミドロ、アミミドロ）、
ウキクサ類

藻類、ウキクサ類の
発生始～発生盛期

ただし、収穫45日前まで
2～ 3㎏ 3回以内

カイリキZ
ジャンボ

移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで 小包装（パック）

10個 (300g)

ピラクロン
ジャンボ

小包装(パック)
10個(300g)

高密度には種する
場合は 1㎏ /10ａ

（1箱当り 50～100g）

は種時 (覆土前 )
～移植当日

クサウェポン
1キロ粒剤

一年生雑草、多年生雑草、
アオミドロ・藻類による表層はく離

一年生及び多年生雑草、
アオミドロ・藻類による表層はく離 1㎏

移植時（田植同時散布機で施用）
クサウェポン
フロアブル 500 ㎖

1回

移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで

移植時（田植同時散布機で施用）
移植直後～ノビエ3.5葉期
ただし、移植後30日まで

※育苗箱 1箱当り乾籾 200～ 300g 程度を高密度には種する場合、10a当りの育苗箱数に応じて使用量が 1kg/10a までとなるよう、
　育苗箱 1箱当りの薬量を 50～ 100g までの範囲で調整して下さい。

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ、
ウリカワ、ヒルムシロ

（注1）ロイヤント乳剤は、水田畦畔への登録もあります。
（注 2）水質汚濁防止のため、初期剤の田植前使用禁止（田植後に散布）【斐川町自主規制項目】

【除草剤使用基準一覧　初期剤・中期剤】

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ

13



ニュース トピックスニュース トピックス

熱
心
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　
斐
川
町
で
は
湛
水
直
播
が
普
及
し
て
い

る
中
、
さ
ら
に
１
歩
進
ん
で
乾
田
直
播
に

取
り
組
む
生
産
者
も
あ
り
ま
す
が
、
雑
草

対
策
や
収
量
の
安
定
性
な
ど
克
服
す
べ
き

課
題
が
多
く
、
来
場
者
か
ら
は
様
々
な
質

問
が
出
ま
し
た
。

　
雑
草
対
策
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
、「
完

全
枯
殺
し
て
次
作
に
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
適
期
適
剤
を
守
る

こ
と
が
最
重
要
」
ま
た
、
作
業
時
期
に
つ

い
て
は
「
３
月
か
ら
播
種
を
し
て
も
問
題

な
い
。
雨
に
よ
り
作
業
が
遅
れ
な
い
よ
う
、

早
め
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
」
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

め
て
握
っ
た
、１
パ
ッ
ク
２
個
入
り
の「
あ
っ

た
か
お
に
ぎ
り
」
を
３
０
０
パ
ッ
ク
用
意
し

ま
し
た
。

　
各
支
店
で
は
、
各
地
区
の
運
営
委
員
の
皆

さ
ん
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
お
客
様
へ

ご
来
店
の
お
礼
と
と
も
に
、
ご
希
望
の
品
を

手
渡
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
い
つ
も
よ
り
に

ぎ
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

  

新
入
生
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　

 

に
役
立
て
て
！

　
３
月
18
日
、
斐
川
東
中
学
校
へ
「
自
転
車

用
夜
光
反
射
テ
ー
プ
（
サ
イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト
）」

を
寄
贈
し
、
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
Ｊ
Ａ

共
済
連
島
根
な
ら
び
に
（
一
財
）
島
根
県
農

協
共
済
福
祉
事
業
団
が
、
共
済
事
業
に
伴
う

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
共
同

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
と
、
夜
間
の
交

通
事
故
の
未
然
防
止
を
目
的
と
し
て
、
斐
川

西
中
学
校
・
斐
川
東
中
学
校
の
新
中
学
１
年

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
県
下
の
子
ど
も
食

堂
へ
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
統
一
し
て
行
う
支
援

策
で
、令
和
６
年
12
月
末
で
失
効
し
た
「
お

さ
い
ふ
カ
ー
ド
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
財
源
と

し
た
も
の
で
す
。

　
贈
呈
式
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
斐
川

支
所
の
担
当
者
と
、
子
ど
も
食
堂
の
代
表

者
ら
８
名
が
出
席
さ
れ
、
山
根
善
治
本
部

長
か
ら
米
券
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
各
食
堂
と
も
昨
今
の
コ
メ
価
格
の
高
騰

で
、
厳
し
い
運
営
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
出

席
さ
れ
た
代
表
者
か
ら
は
、「
最
近
は
定
員

を
大
幅
に
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、

断
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
」「
一
度

に
４
升
く
ら
い
炊
く
。
支
援
を
い
た
だ
き

大
変
あ
り
が
た
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

感
謝
を
込
め
て

  

各
支
店
で
は
と
む
ぎ
チ
ョ
コ
・

　
　お
に
ぎ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
３
月
18
日
、
斐
川
地
区
本
部
の
各
支
店
で

ご
来
店
感
謝
デ
ー
を
開
催
し
、
窓
口
や
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
来
店
さ
れ
た
お
客
様
に
、
は
と
む
ぎ

チ
ョ
コ
ま
た
は
お
に
ぎ
り
１
パ
ッ
ク
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
お
に
ぎ
り
は
、
米
消
費
拡
大
運
動
の
一
環

と
し
て
斐
川
町
産
き
ぬ
む
す
め
を
使
い
、Ｊ

Ａ
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
が
早
朝
よ
り
心
を
込

　保
育
園
へ
花
苗
を
寄
贈

　

　
３
月
５
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連
盟
と

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
が
合
同
で
、
伊
波

野
地
区
　
伊
波
野
保
育
園
へ
パ
ン
ジ
ー
・
ビ

オ
ラ
の
花
苗
60
本
と
床
土
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
年
長
組
25
名
の
園
児
た
ち
は
、
盟
友
・
女

性
部
員
・
先
生
た
ち
に
教
わ
り
な
が
ら
、
プ

ラ
ン
タ
ー
へ
４
本
ず
つ
丁
寧
に
植
え
つ
け
ま

し
た
。

　
園
児
た
ち
は
「
か
わ
い
い
お
花
だ
ね
」
と

喜
ん
で
、「
花
い
っ
ぱ
い
の
卒
園
式
を
迎
え

ら
れ
る
」
と
、
大
変
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　
参
加
し
た
青
年
連
盟
・
女
性
部
の
み
な
さ

ん
も
、「
か
わ
い
い
園
児
た
ち
と
一
緒
に
植

え
る
こ
と
が
で
き
て
、
楽
し
か
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

 

子
ど
も
食
堂
へ
米
券
を
贈
呈

　
３
月
17
日
斐
川
地
区
本
部
本
所
会
議
室
で
、

斐
川
町
内
で
開
設
さ
れ
て
い
る
６
カ
所
の
子

ど
も
食
堂
へ
、米
券
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

生
を
対
象
に
、
合
わ
せ
て
３
９
０
本
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
斐
川
地
区
本
部
を
代
表
し

山
根
善
治
本
部
長
か
ら
、
安
達
直
幸
校
長
に

趣
意
書
と
夜
光
反
射
テ
ー
プ
２
０
０
本
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
達
校
長
は
、「
反
射
材
が
あ
る
と
、
夜

間
で
も
自
転
車
が
よ
く
目
立
つ
の
で
、
運
転

者
と
し
て
も
安
心
で
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
で
は
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
に

対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

斐
川
の
お
米
は
美
味
し
い
な
♥

　
　
　大
看
板
が
お
出
迎
え

　
３
月
18
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連
盟

は
、
米
消
費
拡
大
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
看

板
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
大
看
板
の
原
画
は
、
令
和
６
年
に
町
内

の
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
「
農
業
絵

画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
22
作
品
の

中
か
ら
、
青
年
連
盟
賞
を
受
賞
し
た
中
部

小
学
校
　
元
井
寧
々
さ
ん
（
当
時
５
年
生
）

の
作
品
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
看
板
は
概
ね
横
２
ｍ
×
縦
３
ｍ
の
大
き

さ
で
、
原
画
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影

し
て
下
絵
を
描
き
、
原
画
の
微
妙
な
色
使

い
の
表
現
に
苦
心
し
な
が
ら
、
忠
実
に
再

現
し
ま
し
た
。

　
坪
内
委
員
長
は
「
米
の
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
が
、
大
看
板
を
通
じ
、
多
く
の
方
に

斐
川
の
美
味
し
い
お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ
て

欲
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
大
看
板
は
、
１
年
間
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
入
口
に
設
置
さ
れ
、
コ
メ
価
格
が
高

騰
す
る
中
、
斐
川
の
美
味
し
い
お
米
を
Ｐ
Ｒ

し
、
来
店
さ
れ
る
方
々
を
お
出
迎
え
し
ま
す
。

　乾
田
直
播
の
ス
ス
メ

　

 

稲
作
の
作
業
時
間
の

　
　
　
　

   

大
幅
短
縮
を
！

　
３
月
22
日
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
農
研

機
構 

西
日
本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
岡
本

毅
氏
と
藤
本
寛
氏
を
講
師
に
招
き
、
水
稲
乾

田
直
播
栽
培
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　（
農
）
じ
き
ょ
う
勝
部
隆
司
組
合
長
の
呼

び
か
け
で
開
催
さ
れ
た
同
研
修
会
に
は
、
最

新
技
術
を
学
ぼ
う
と
斐
川
町
内
の
集
落
営
農

組
織
や
大
型
農
家
の
ほ
か
、
町
外
の
大
型
農

家
ら
約
90
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
乾
田
直
播
の
特
長
は
、苗
作
り
や
田
植
え
・

代
か
き
が
不
要
、
播
種
・
耕
起
な
ど
の
機
械

作
業
が
高
速
で
、
作
業
を
一
人
で
こ
な
せ
る

な
ど
、
労
働
時
間
（
労
働
費
）
が
３
割
程
度

減
少
し
、
経
営
面
積
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
一
方
で
成
功
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、『
播

種
前
後
の
機
械
作
業
や
雑
草
防
除
な
ど
の
基

本
技
術
を
、
き
ち
っ
と
押
さ
え
る
こ
と
が
最

重
要
』
で
あ
る
と
、
先
進
地
の
実
践
事
例
や

詳
細
な
基
本
技
術
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は

左より山根本部長、安達校長
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熱
心
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　
斐
川
町
で
は
湛
水
直
播
が
普
及
し
て
い

る
中
、
さ
ら
に
１
歩
進
ん
で
乾
田
直
播
に

取
り
組
む
生
産
者
も
あ
り
ま
す
が
、
雑
草

対
策
や
収
量
の
安
定
性
な
ど
克
服
す
べ
き

課
題
が
多
く
、
来
場
者
か
ら
は
様
々
な
質

問
が
出
ま
し
た
。

　
雑
草
対
策
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
、「
完

全
枯
殺
し
て
次
作
に
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
適
期
適
剤
を
守
る

こ
と
が
最
重
要
」
ま
た
、
作
業
時
期
に
つ

い
て
は
「
３
月
か
ら
播
種
を
し
て
も
問
題

な
い
。
雨
に
よ
り
作
業
が
遅
れ
な
い
よ
う
、

早
め
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
」
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

め
て
握
っ
た
、１
パ
ッ
ク
２
個
入
り
の「
あ
っ

た
か
お
に
ぎ
り
」
を
３
０
０
パ
ッ
ク
用
意
し

ま
し
た
。

　
各
支
店
で
は
、
各
地
区
の
運
営
委
員
の
皆

さ
ん
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
お
客
様
へ

ご
来
店
の
お
礼
と
と
も
に
、
ご
希
望
の
品
を

手
渡
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
い
つ
も
よ
り
に

ぎ
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

  

新
入
生
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　

 

に
役
立
て
て
！

　
３
月
18
日
、
斐
川
東
中
学
校
へ
「
自
転
車

用
夜
光
反
射
テ
ー
プ
（
サ
イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト
）」

を
寄
贈
し
、
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
Ｊ
Ａ

共
済
連
島
根
な
ら
び
に
（
一
財
）
島
根
県
農

協
共
済
福
祉
事
業
団
が
、
共
済
事
業
に
伴
う

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
共
同

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
と
、
夜
間
の
交

通
事
故
の
未
然
防
止
を
目
的
と
し
て
、
斐
川

西
中
学
校
・
斐
川
東
中
学
校
の
新
中
学
１
年

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
県
下
の
子
ど
も
食

堂
へ
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
統
一
し
て
行
う
支
援

策
で
、令
和
６
年
12
月
末
で
失
効
し
た
「
お

さ
い
ふ
カ
ー
ド
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
財
源
と

し
た
も
の
で
す
。

　
贈
呈
式
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
斐
川

支
所
の
担
当
者
と
、
子
ど
も
食
堂
の
代
表

者
ら
８
名
が
出
席
さ
れ
、
山
根
善
治
本
部

長
か
ら
米
券
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
各
食
堂
と
も
昨
今
の
コ
メ
価
格
の
高
騰

で
、
厳
し
い
運
営
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
出

席
さ
れ
た
代
表
者
か
ら
は
、「
最
近
は
定
員

を
大
幅
に
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、

断
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
」「
一
度

に
４
升
く
ら
い
炊
く
。
支
援
を
い
た
だ
き

大
変
あ
り
が
た
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

感
謝
を
込
め
て

  

各
支
店
で
は
と
む
ぎ
チ
ョ
コ
・

　
　お
に
ぎ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
３
月
18
日
、
斐
川
地
区
本
部
の
各
支
店
で

ご
来
店
感
謝
デ
ー
を
開
催
し
、
窓
口
や
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
来
店
さ
れ
た
お
客
様
に
、
は
と
む
ぎ

チ
ョ
コ
ま
た
は
お
に
ぎ
り
１
パ
ッ
ク
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
お
に
ぎ
り
は
、
米
消
費
拡
大
運
動
の
一
環

と
し
て
斐
川
町
産
き
ぬ
む
す
め
を
使
い
、Ｊ

Ａ
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
が
早
朝
よ
り
心
を
込

　保
育
園
へ
花
苗
を
寄
贈

　

　
３
月
５
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連
盟
と

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
が
合
同
で
、
伊
波

野
地
区
　
伊
波
野
保
育
園
へ
パ
ン
ジ
ー
・
ビ

オ
ラ
の
花
苗
60
本
と
床
土
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
年
長
組
25
名
の
園
児
た
ち
は
、
盟
友
・
女

性
部
員
・
先
生
た
ち
に
教
わ
り
な
が
ら
、
プ

ラ
ン
タ
ー
へ
４
本
ず
つ
丁
寧
に
植
え
つ
け
ま

し
た
。

　
園
児
た
ち
は
「
か
わ
い
い
お
花
だ
ね
」
と

喜
ん
で
、「
花
い
っ
ぱ
い
の
卒
園
式
を
迎
え

ら
れ
る
」
と
、
大
変
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　
参
加
し
た
青
年
連
盟
・
女
性
部
の
み
な
さ

ん
も
、「
か
わ
い
い
園
児
た
ち
と
一
緒
に
植

え
る
こ
と
が
で
き
て
、
楽
し
か
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

 

子
ど
も
食
堂
へ
米
券
を
贈
呈

　
３
月
17
日
斐
川
地
区
本
部
本
所
会
議
室
で
、

斐
川
町
内
で
開
設
さ
れ
て
い
る
６
カ
所
の
子

ど
も
食
堂
へ
、米
券
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

生
を
対
象
に
、
合
わ
せ
て
３
９
０
本
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
斐
川
地
区
本
部
を
代
表
し

山
根
善
治
本
部
長
か
ら
、
安
達
直
幸
校
長
に

趣
意
書
と
夜
光
反
射
テ
ー
プ
２
０
０
本
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
達
校
長
は
、「
反
射
材
が
あ
る
と
、
夜

間
で
も
自
転
車
が
よ
く
目
立
つ
の
で
、
運
転

者
と
し
て
も
安
心
で
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
で
は
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
に

対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

斐
川
の
お
米
は
美
味
し
い
な
♥

　
　
　大
看
板
が
お
出
迎
え

　
３
月
18
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連
盟

は
、
米
消
費
拡
大
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
看

板
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
大
看
板
の
原
画
は
、
令
和
６
年
に
町
内

の
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
「
農
業
絵

画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
22
作
品
の

中
か
ら
、
青
年
連
盟
賞
を
受
賞
し
た
中
部

小
学
校
　
元
井
寧
々
さ
ん
（
当
時
５
年
生
）

の
作
品
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
看
板
は
概
ね
横
２
ｍ
×
縦
３
ｍ
の
大
き

さ
で
、
原
画
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影

し
て
下
絵
を
描
き
、
原
画
の
微
妙
な
色
使

い
の
表
現
に
苦
心
し
な
が
ら
、
忠
実
に
再

現
し
ま
し
た
。

　
坪
内
委
員
長
は
「
米
の
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
が
、
大
看
板
を
通
じ
、
多
く
の
方
に

斐
川
の
美
味
し
い
お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ
て

欲
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
大
看
板
は
、
１
年
間
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
入
口
に
設
置
さ
れ
、
コ
メ
価
格
が
高

騰
す
る
中
、
斐
川
の
美
味
し
い
お
米
を
Ｐ
Ｒ

し
、
来
店
さ
れ
る
方
々
を
お
出
迎
え
し
ま
す
。

　乾
田
直
播
の
ス
ス
メ

　

 

稲
作
の
作
業
時
間
の

　
　
　
　

   

大
幅
短
縮
を
！

　
３
月
22
日
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
農
研

機
構 

西
日
本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
岡
本

毅
氏
と
藤
本
寛
氏
を
講
師
に
招
き
、
水
稲
乾

田
直
播
栽
培
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　（
農
）
じ
き
ょ
う
勝
部
隆
司
組
合
長
の
呼

び
か
け
で
開
催
さ
れ
た
同
研
修
会
に
は
、
最

新
技
術
を
学
ぼ
う
と
斐
川
町
内
の
集
落
営
農

組
織
や
大
型
農
家
の
ほ
か
、
町
外
の
大
型
農

家
ら
約
90
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
乾
田
直
播
の
特
長
は
、苗
作
り
や
田
植
え
・

代
か
き
が
不
要
、
播
種
・
耕
起
な
ど
の
機
械

作
業
が
高
速
で
、
作
業
を
一
人
で
こ
な
せ
る

な
ど
、
労
働
時
間
（
労
働
費
）
が
３
割
程
度

減
少
し
、
経
営
面
積
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
一
方
で
成
功
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、『
播

種
前
後
の
機
械
作
業
や
雑
草
防
除
な
ど
の
基

本
技
術
を
、
き
ち
っ
と
押
さ
え
る
こ
と
が
最

重
要
』
で
あ
る
と
、
先
進
地
の
実
践
事
例
や

詳
細
な
基
本
技
術
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は

左より山根本部長、安達校長

 

   

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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~5月2日（金） 5月3日（土）~5月6日（火） 5月7日（水）~

8：45~19：00 
（ゆめタウン斐川） 
9：00~21：00

9：00~17：00 
（ゆめタウン斐川） 
9：00~19：00

8：45~19：00 
（ゆめタウン斐川） 
9：00~21：00

4月 5月

26日
（土）

27日
（日）

28日
（月）

29日
（火）

30日
（水）

1日
（木）

2日
（金）

3日
（土）

4日
（日）

5日
（月）

6日
（火）

7日
（水）

× × 〇 × 〇 〇 〇 × × × × 〇
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~5月2日（金） 5月3日（土）~5月6日（火） 5月7日（水）~

8：45~19：00 
（ゆめタウン斐川） 
9：00~21：00

9：00~17：00 
（ゆめタウン斐川） 
9：00~19：00

8：45~19：00 
（ゆめタウン斐川） 
9：00~21：00

4月 5月

26日
（土）

27日
（日）

28日
（月）

29日
（火）

30日
（水）

1日
（木）

2日
（金）

3日
（土）

4日
（日）

5日
（月）

6日
（火）

7日
（水）

× × 〇 × 〇 〇 〇 × × × × 〇
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